
はじめに
問診は検査結果よりもすぐに情報が得られ

ます｡ 初診時に��項目�) の自覚症状を問診し
診療に役立てる工夫をしています｡ビタミン���
値が��������(基準値���～���) 以下であっ
た症例の初診時の��項目の出現頻度を振り返っ
て (後方視的), 解析しました｡

対象・結果����年�月から�月までの期間にビタミン���
値が��������以下であった��例を対象とし
ました｡ 最も多い自覚症状は ｢疲労, 立ちく

らみ｣ で��％｡ 次は ｢頭痛｣ が��％, �番目
に多い訴えは ｢便秘や下痢｣ の��％でした｡
これは, 昨年��月の鹿児島市医報�) に報告し
た結果 (観察期間は����年�月から�月) と全
く同じ順位です｡

＜ビタミン���値が��������以下：�群とその
値が���から��������：�群＞比較
次に, ビタミン���値が���以下の顕著な低
下群 (�群)と���から���までの軽度の低下群
(�群)で自覚症状の出現頻度を検討しました｡
図�に示されたように ｢疲労, 立ちくらみ｣・
｢頭痛｣・｢便秘や下痢｣ の上位�項目の頻度は
ビタミン���が顕著に低下している�群におい
て高い傾向があります｡ つまり, 自覚症状が

あれば, ビタミン���値がそれなりに低いで
あろう事を予知できます｡

考 案
ビタミン���値が低下している事を予知で
きないかと考えて��項目 (図�) を外来で尋ね
ています｡ 文献的にはビタミン���低下時の
臨床症状として, よく知られている項目ばか

りです｡ しかし, 朝, 起きれない・内臓系の

痛み (腹部全体)・寝ても寝ても眠いなどの
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項目は外来の患者さんからの訴えをそのまま

問診に付け加えました｡ 検査結果に頼りなが

ら, その症状を問診からも確認する事は有用

だと考えています｡

図�に, ｢夏ばて｣ のあとの ｢秋バテ｣ の記
事を紹介します｡

文 献��武元良整：ビタミン���低値の夏 �その
時, ���値は大球性とならず�鹿児島市
医報 第��巻第��号 (通巻���号)：�����,����
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